
平
成
21
年
第
１
回
（
３
月
）
定
例
会
で

は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
同
意
案
、
条

例
案
等
51
件
、
新
年
度
予
算
案
を
含
む
予

算
案
40
件
、
委
員
会
提
出
議
案
２
件
、
請

願
１
件
の
計
94
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に
は
、
議
案
89
件
と
請
願

１
件
の
計
90
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
同
意
案
１
件
及
び
委
員
会
提
出
議

案
２
件
は
初
日
に
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可

決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
予
算
案
を
除
く
そ
の
他

の
議
案
と
請
願
を
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
し
、
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

定
例
会
２
日
目
に
は
、
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
各
委
員

長
の
報
告
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
に
つ
い
て
は
す
べ
て
提

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願

１
件
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
案
は
、
平
成
20
年
度
予
算

に
比
べ
４
・
８
％
の
増
と
な
る
も
の
で
、

そ
の
主
な
要
因
は
、
教
育
費
の
32
・
７
％

の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
新
年
度
予

算
案
に
つ
い
て
は
、
定
例
会
初
日
に
設
置

さ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
９

日
間
に
お
よ
ぶ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
最
終
日
に
は
、
新
年
度
予
算
案

に
つ
い
て
、
予
算
特
別
委
員
長
の
報
告
、

討
論
、
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
提
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
し
て
提

案
さ
れ
た
副
市
長
の
選
任
や
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
な
ど
の
同
意
案
４
件
に
つ
い

て
も
、
す
べ
て
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

《
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要
》

●
一
般
会
計
予
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
・
要
望

・
遠
距
離
通
学
者
に
対
す
る
通
学
費
用
の

補
助
に
つ
い
て
、
補
助
割
合
を
市
内
で

統
一
す
る
と
と
も
に
、補
助
の
基
準
は
、

通
学
路
の
状
況
や
児
童
・
生
徒
の
安
全

面
を
考
慮
し
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

・
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
は
、
現
行
の
区
長
制
度
の
あ

り
方
の
検
討
と
と
も
に
部
局
間
の
横
断

的
な
連
携
を
図
っ
て
じ
っ
く
り
と
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

・
商
工
関
係
団
体
に
対
す
る
補
助
の
あ
り

方
・
実
効
性
の
あ
る
有
害
鳥
獣
対
策
を
。

・
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
早

期
整
備
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平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
６
９
２
億
７
０
０
０
万
円

と
も
に
育
み
、
人
が
輝
く
ま
ち
へ
「
選
択
」
と
「
集
中
」
に
よ
る
事
業
実
施

平成21年
第１回定例会

歳入予算款別構成図  
（単位：千円）  

市　　　税 
42.9% 

29,720,157

一　般　財　源 
66.5% 

46,051,137

総     額 
100.0% 

69,270,000

特　定　財　源 
33.5% 

23,218,863

地方交付税 
12.3% 

8,510,000

市　　債 
3.2% 

2,210,000

市　　債 
10.3% 

7,109,200

国庫支出金 
8.1% 

5,635,266

諸　収　入 
4.8% 

3,312,476

県 支 出 金 
4.5% 

3,138,231

繰    入    金 
2.6% 

1,808,402

分担金及び負担金 
1.6% 

1,139,626

使用料及び手数料 
1.6%  

1,073,612 

寄　附　金 
0.0% 
1,530 

財  産  収  入 
0.0%  
520

地方消費税交付金 
2.7% 

1,855,000繰　入　金 
1.4% 

929,157地方譲与税 
1.1% 

744,000

県 支 出 金 
0.6% 

 429,272 

財産収入 
0.6% 

416,026 

地方特例交付金 
0.5％ 

 341,000 

そ　の　他 
1.2% 

 896,525



平成21年第1回定例会　議決状況

▽
委
員
会
で
の
反
対
討
論

新
年
度
は
、
安
定
し
た
雇
用
や
社
会
保

障
、
教
育
の
拡
充
な
ど
に
よ
る
内
需
拡
大

を
優
先
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
大
企
業
や

資
産
家
を
優
遇
す
る
事
業
に
多
額
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
反
面
、
生
活
困
窮
者

に
対
す
る
支
援
が
後
退
し
て
い
る
。
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歳出予算款別構成図 （単位：千円）  

民　生　費 
23.9% 

16,559,772

公　債　費 
16.5% 

11,423,629

土　木　費 
15.7% 

10,895,233

総　務　費 
13.1% 

9,074,603

教　育　費 
13.0% 

8,989,235

衛　生　費 
5.5% 

3,774,893

消　防　費 
4.3% 

3,007,639

農林水産業費 
3.3% 

2,286,921

商　工　費 
2.6% 

1,785,292

諸 支 出 金 
0.8% 

538,409

議　会　費 
0.6% 

413,115

労　働　費 
0.4% 

299,601

災害復旧費　0.2% 161,658 
予　備　費　0.1%   60,000

総     額 
100.0% 

69,270,000

歳出予算性質別構成図 （単位：千円）  

人    件    費 
20.4% 

14,129,407

義 務 的 経 費 
48.0% 

33,258,070

投 資 的 経 費 
20.0% 

13,827,202

投融資関係経費 
9.7% 

6,714,494

その他の行政経費 
予    備    費 
22.3% 

15,470,234

公    債    費 
16.5% 

11,423,629

扶    助    費 
11.1% 

7,705,034

普通建設事業費 
19.7% 

13,665,544

災害復旧事業費 
0.3% 

161,658

繰    出    金 
6.4% 

4,451,477

貸    付    金 
2.1% 

1,450,194

積　 立　 金 
投資及び出資金 

1.2% 
812,823

物    件    費 
12.5% 

8,664,041

補  助  費  等 
7.3% 

5,076,907

維 持 補 修 費 
2.4% 

1,669,286

予    備    費 
0.1% 
60,000

総     額 
100.0% 

69,270,000

■重点施策
「人が集い、むすびつき、輝くまち」
「安全・安心な暮らしが確保され、快適に暮らせるまち」を目指して
「知的資源や地域特性を活かした、活力あるまち」

・個の力が発揮でき、人の力で発展していくまち　―人づくり―

・安全で安心な暮らしを地域で支えあうまち　―安心づくり―

・環境と調和した生活しやすいまち　―快適づくり―

・交流が盛んなにぎわいのあるまち　―活力づくり―

・新たな発想を活かした自立と協働のまち　―自立のまちづくり―

平成21年度予算の概要



▽
委
員
会
で
の
賛
成
討
論

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

主
要
事
業
の
年
次
計
画
を
確
実
に
実
施
す

る
予
算
配
分
が
な
さ
れ
て
い
る
と
同
時

に
、
地
方
分
権
や
行
財
政
改
革
な
ど
の
重

要
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
が
予
算
に
示
さ

れ
て
い
る
。

▽
委
員
会
の
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

●
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
・
要
望

・
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
な
ど
の

汚
水
処
理
事
業
の
一
本
化
を
。

▽
委
員
会
の
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
産
業
団
地
汚
水
処
理
施

設
事
業
特
別
会
計
・
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
・
老

人
保
健
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会

計
・
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
賛
成
多

数
を
も
っ
て
、
そ
の
他
の
会
計
に
つ
い
て

は
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。

●
一
般
会
計
予
算

▼
反
対
討
論

公
立
保
育
所
で
は
、
定
員
以
上
の
詰
め

込
み
や
パ
ー
ト
保
育
士
の
導
入
、
規
制
緩

和
に
よ
る
民
間
参
入
な
ど
に
よ
り
、
安
上

が
り
な
保
育
が
子
ど
も
に
押
し
付
け
ら
れ

《
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

本
会
議
で
行
わ
れ
た
討
論
》

て
い
る
。
市
は
、
率
先
し
て
福
祉
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
、
保
育
所
の
民

営
化
を
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
生

活
保
護
受
給
世
帯
の
増
加
や
、
県
か
ら
の

事
務
移
譲
に
よ
っ
て
市
の
事
務
量
が
増
え

て
い
る
中
で
、
公
務
員
が
削
減
さ
れ
て
非

正
規
職
員
で
補
わ
れ
て
い
る
が
、
雇
用
の

観
点
か
ら
も
早
急
に
人
材
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
。
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平成20年度当初予算額平成21年度当初予算額区　　　　分

660億8,200万円　　692億7,000万円　　一般会計

1,149万３千円2,459万５千円住宅新築資金等貸付事業

特　
　

別　
　

会　
　

計

79億3,813万９千円86億  733万４千円公共下水道事業

－5,019万５千円産業団地汚水処理施設事業

1,735万２千円－東広島中核工業団地汚水処理施設事業

1,835万３千円－原地区工業団地汚水処理施設事業

1,124万４千円－志和流通団地汚水処理施設事業

720万２千円－黒瀬地区工業団地汚水処理施設事業

3,142万４千円－河内臨空団地汚水処理施設事業

２億9,436万８千円１億9,349万６千円農業集落排水事業

2,283万４千円2,283万２千円ひがしひろしま墓園管理事業

1,171万２千円1,174万７千円特定地域生活排水処理事業

1,285万円－安芸津港湾事業

－7,291万４千円寺家地区土地区画整理事業

157億  460万９千円141億9,171万２千円国民健康保険

13億9,048万７千円12億8,064万２千円後期高齢者医療

13億7,080万３千円2,614万３千円老人保健

110億5,898万７千円98億7,428万６千円介護保険

1,048万１千円
（10管理会）

989万７千円
（10管理会）

財産区（管理会）

379億1,233万８千円343億6,579万３千円計

1,039億9,433万８千円1,036億3,579万３千円合　　　計

■水道事業会計

平成20年度当初業務予定量・予算額平成21年度当初業務予定量・予算額区　　分

65,510戸65,519戸給水戸数

17,971,500�17,922,900�年間総配水量

49,237�49,104�一日平均配水量

43億5,080万７千円46億9,564万６千円収益的収入

43億8,583万５千円43億2,020万８千円収益的支出

16億9,456万７千円13億9,729万円　　資本的収入

28億6,878万５千円24億  496万５千円資本的支出



平成21年第1回定例会　議決状況

▼
賛
成
討
論

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
総
合
計
画

達
成
の
た
め
の
主
要
事
業
を
確
実
に
実
施

す
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
地

方
分
権
や
行
財
政
改
革
な
ど
の
重
要
課
題

に
取
り
組
む
姿
勢
が
示
さ
れ
、
評
価
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

●
特
別
会
計
予
算

▼
反
対
討
論

国
民
健
康
保
険
税
は
、
支
払
能
力
に
見

合
っ
た
額
に
引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
年
金
以
外
の

収
入
が
な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
負
担
が
重

い
。
介
護
保
険
に
お
け
る
介
護
報
酬
は
依

然
と
し
て
低
く
、
新
し
い
要
介
護
認
定
方

式
も
利
用
者
不
在
の
発
想
か
ら
構
築
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
水
道
事
業
で
は
、
深
刻

な
不
景
気
の
中
、
水
道
料
金
を
引
き
上
げ

る
の
で
は
な
く
、
国
へ
の
交
付
税
増
額
の

要
望
や
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な

ど
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

【
総
務
委
員
会
付
託
案
件
】

●
広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
の
解
散

平
成
21
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
広
島

中
央
広
域
行
政
組
合
を
解
散
す
る
も
の
。

●
広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
の
解
散
に

伴
う
財
産
処
分

広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
の
解
散
に

伴
い
、
同
組
合
の
財
産
の
処
分
を
定
め

る
も
の
。

●
広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
の
解
散
に

伴
う
事
務
の
承
継
並
び
に
決
算
の
審

査
及
び
認
定

広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
の
解
散
に

伴
い
、
同
組
合
の
事
務
の
承
継
並
び
に

決
算
の
審
査
及
び
認
定
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
。

●
大
芝
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
的
な
整
備
に
関
す
る
財
政
上
の
計

画
の
策
定

大
芝
辺
地
と
そ
の
他
の
地
域
と
の
間

に
お
け
る
住
民
の
生
活
文
化
水
準
の
著

し
い
格
差
の
是
正
を
図
る
た
め
、
大
芝

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
的
な

整
備
に
関
す
る
財
政
上
の
計
画
を
策
定

す
る
も
の
。

●
財
産
の
取
得

福
富
ダ
ム
金
口
地
区
住
宅
団
地
（
レ

イ
ク
ヒ
ル
福
富
）
内
の
土
地
を
買
い
入

常
任
委
員
会
に

付
託
し
て
可
決
し
た
案
件
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・個の力が発揮でき、人の力で発展していくまち　－人づくり－
第２次東広島市男女共同参画推進計画策定　　1,000千円

中学校武道教育の推進　　　　1,766千円

寺西・三永小学校敷地整備　　63,625千円

・安全で安心な暮らしを地域で支えあうまち　－安心づくり－
妊婦健康診査の拡大　　　175,469千円

地域周産期母子医療センター整備実施設計補助　　36,000千円

・環境と調和した生活しやすいまち　－快適づくり－
広島空港・東広島駅アクセス検討・調査　　8,300千円

住宅用太陽光発電システム設置費補助　　　4,000千円

・交流が盛んなにぎわいのあるまち　－活力づくり－
東広島ものづくりブランドの認定　　　　1,000千円

外国人のための生活ガイドブック、多言語生活マップの作成　　6,057千円

・新たな発想を活かした自立と協働のまち　－自立のまちづくり－
超高速通信網整備（第１期） 1,323,741千円

市議会本会議インターネット配信（録画） 928千円

平成21年度予算での主な新規事業



れ
る
も
の
。

面
積
　
　
　
５
８
０
６
・
44
㎡

取
得
価
格

１
億
３
０
６
２
万
３
５
８
０
円

相
手
方
　
　
広
島
県
住
宅
供
給
公
社

●
広
島
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及

び
組
合
規
約
の
変
更

広
島
県
市
町
総
合
事
務
組
合
か
ら
山

県
郡
町
村
税
等
滞
納
整
理
組
合
及
び
広

島
中
央
広
域
行
政
組
合
が
脱
退
す
る
こ

と
並
び
に
組
合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
。

●
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

統
計
法
の
全
部
改
正
及
び
統
計
報
告

調
整
法
の
廃
止
に
伴
い
、
条
例
の
適
用

除
外
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

●
水
道
事
業
等
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正

平
成
21
年
４
月
１
日
に
実
施
す
る
機

構
改
革
に
あ
わ
せ
、
水
道
事
業
に
つ
い

て
、
管
理
者
を
置
か
な
い
こ
と
と
す
る

も
の
。

●
分
担
金
等
に
関
す
る
延
滞
金
徴
収
条

例
の
一
部
改
正

分
担
金
そ
の
他
の
税
外
収
入
金
に
係

る
延
滞
金
の
計
算
方
法
等
に
関
す
る
規

定
を
市
税
の
例
に
準
ず
る
よ
う
整
備
す

る
と
と
も
に
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。

●
税
条
例
の
一
部
改
正

宿
泊
を
伴
わ
な
い
入
湯
客
に
対
し
て

課
す
る
入
湯
税
の
税
率
を
引
き
下
げ
る

と
と
も
に
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る

も
の
。

●
都
市
計
画
税
条
例
及
び
賀
茂
郡
黒
瀬

町
、
同
郡
福
富
町
、
同
郡
豊
栄
町
、

同
郡
河
内
町
及
び
豊
田
郡
安
芸
津
町

の
編
入
に
伴
う
税
条
例
及
び
都
市
計

画
税
条
例
の
適
用
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

市
町
村
合
併
に
伴
う
地
方
税
の
不
均

一
課
税
の
特
例
に
係
る
法
定
の
期
間
の

満
了
に
あ
わ
せ
て
、
合
併
前
の
旧
各
町

の
区
域
に
都
市
計
画
税
を
賦
課
し
な
い

こ
と
と
し
た
特
例
を
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
都
市
計
画
税
を
賦
課
す
る

区
域
を
定
め
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

ビ
ジ
ョ
ン
を
は
っ
き
り
と
示
す
こ
と
が

先
決
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
不
況
下
で

新
た
な
税
金
の
負
担
は
、
市
民
に
と
っ

て
大
変
な
も
の
と
考
え
る
。

●
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

本
市
が
安
芸
津
港
の
港
湾
管
理
者
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
安
芸
津
港
湾
事
業

特
別
会
計
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
寺

家
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に

伴
い
、
新
た
に
寺
家
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
を
設
置
す
る
も
の
。

●
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

広
島
県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
事
務
、
長

期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
申
請

に
対
す
る
審
査
の
事
務
等
に
関
し
、
新

た
に
徴
収
す
る
手
数
料
を
定
め
る
と
と

も
に
、
戸
籍
に
関
す
る
無
料
証
明
の
対

象
者
の
追
加
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整

備
を
行
う
も
の
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
案
件
】

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

下
見
福
祉
会
館
と
河
内
社
会
福
祉
会

館
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
と
し

て
、
東
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
指

定
す
る
も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

東
広
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管

理
を
行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、
東
広

島
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
す
る
も

の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

黒
瀬
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
４
施
設
の
管
理
を
行
う

指
定
管
理
者
と
し
て
、
東
広
島
市
社
会

福
祉
協
議
会
を
指
定
す
る
も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

安
芸
津
地
域
福
祉
推
進
施
設
の
管
理

を
行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、
東
広
島

市
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
す
る
も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
と
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
と
し

て
、
東
広
島
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団

を
指
定
す
る
も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

黒
瀬
屋
内
プ
ー
ル
な
ど
市
民
体
育
施

設
３
施
設
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者

と
し
て
、
東
広
島
市
教
育
文
化
振
興
事

業
団
を
指
定
す
る
も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

上
三
永
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
広

場
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
広
場

９
施
設
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
と

し
て
、
東
広
島
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

上
三
永
支
部
な
ど
９
団
体
を
指
定
す
る

も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

黒
瀬
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
と
安
芸

津
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
行

う
指
定
管
理
者
と
し
て
、
東
広
島
市
教

育
文
化
振
興
事
業
団
を
指
定
す
る
も

の
。

●
介
護
保
険
料
負
担
調
整
臨
時
特
例
基

金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す

る
条
例
の
制
定

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
交

付
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
介
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平成21年第1回定例会　議決状況

護
保
険
料
負
担
調
整
臨
時
特
例
基
金
を

設
置
し
、
そ
の
管
理
及
び
処
分
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

●
老
人
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正

国
の
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
社
会
保

険
各
法
の
被
保
険
者
等
に
係
る
一
部
負

担
金
等
の
軽
減
措
置
に
準
じ
て
講
ず
る

老
人
医
療
費
に
係
る
助
成
額
の
加
算
措

置
を
、
平
成
21
年
９
月
30
日
ま
で
引
き

続
き
講
ず
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、

所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

第
１
号
被
保
険
者
に
係
る
平
成
21
年

度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
保
険
料
及

び
同
期
間
の
保
険
料
の
軽
減
措
置
を
定

め
る
と
と
も
に
、
所
要
の
規
定
を
整
備

す
る
も
の
。

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

及
び
公
民
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正

福
祉
セ
ン
タ
ー
松
翠
苑
及
び
高
屋
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
当
該
施
設
を

新
た
に
公
民
館
と
し
て
位
置
付
け
、
八

本
松
公
民
館
及
び
高
屋
公
民
館
と
す
る

と
と
も
に
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る

も
の
。

●
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

大
芝
小
学
校
を
廃
止
す
る
も
の
。

●
文
化
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
改
正

新
た
に
河
内
公
民
館
を
設
置
す
る
こ

と
に
伴
い
、
河
内
文
化
セ
ン
タ
ー
を
廃

止
す
る
も
の
。

●
市
立
図
書
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正

中
央
図
書
館
福
富
分
室
及
び
豊
栄
分

室
を
廃
止
し
、
新
た
に
そ
れ
ぞ
れ
図
書

館
と
し
て
設
置
す
る
と
と
も
に
、
河
内

こ
ど
も
図
書
館
の
位
置
の
変
更
そ
の
他

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

【
市
民
経
済
委
員
会
付
託
案
件
】

●
財
産
の
取
得

道
の
駅
湖
畔
の
里
福
富
の
用
に
供
す

る
土
地
を
買
い
入
れ
る
も
の
。

面
積
　
　
１
万
８
８
５
・
90
㎡

取
得
価
格

４
９
７
８
万
６
４
０
１
円

相
手
方
　
東
広
島
市
土
地
開
発
公
社

〈
反
対
討
論
〉

一
定
期
間
は
借
り
る
な
ど
の
対
応
で

乗
り
切
り
、
数
年
間
混
雑
が
続
く
よ
う

で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
不
況
下
で
市

民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

憩
い
の
森
公
園
及
び
龍
王
島
自
然
体

験
村
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
と
し

て
、
賀
茂
地
方
森
林
組
合
及
び
東
広
島

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
そ
れ
ぞ

れ
指
定
す
る
も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

小
田
地
区
多
目
的
集
会
施
設
の
管
理

を
行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、
自
治
組

織
「
共
和
の
郷
・
お
だ
」
を
指
定
す
る

も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

福
富
ふ
れ
あ
い
農
園
の
管
理
を
行
う

指
定
管
理
者
と
し
て
、
福
富
ふ
れ
あ
い

農
園
運
営
協
議
会
を
指
定
す
る
も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

白
竜
湖
親
水
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、

東
広
島
市
都
市
整
備
公
社
を
指
定
す
る

も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

安
芸
津
共
同
福
祉
会
館
の
管
理
を
行

う
指
定
管
理
者
と
し
て
、
安
芸
津
町
商

工
会
を
指
定
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

安
芸
津
町
商
工
会
は
、
市
議
会
議
員

が
会
長
を
務
め
て
お
り
、
公
正
な
立
場

で
行
う
べ
き
議
会
活
動
を
阻
害
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
減
債
基
金
の
設

置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

の
廃
止

農
業
集
落
排
水
建
設
事
業
の
完
了
に

伴
い
、
農
業
集
落
排
水
事
業
減
債
基
金

を
廃
止
す
る
も
の
。

【
建
設
委
員
会
付
託
案
件
】

●
市
道
の
路
線
の
廃
止

住
宅
団
地
内
の
道
路
の
認
定
、
市
道

の
路
線
の
見
直
し
等
に
伴
い
、
起
点
及

び
終
点
を
変
更
す
る
６
路
線
を
廃
止
す

る
も
の
。

●
市
道
の
路
線
の
認
定

住
宅
団
地
内
の
道
路
並
び
に
市
道
の

路
線
の
見
直
し
等
に
伴
い
起
点
及
び
終

点
を
変
更
し
た
15
路
線
を
一
般
交
通
の

用
に
供
す
る
た
め
、
市
道
と
し
て
認
定

す
る
も
の
。
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●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

市
営
住
宅
64
施
設
及
び
各
共
同
施
設

の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、

株
式
会
社
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
指
定

す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

指
定
管
理
者
に
雇
用
さ
れ
る
従
業
員

の
労
働
賃
金
は
安
価
で
あ
る
う
え
、
指

定
期
間
満
了
後
の
身
分
も
保
障
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
自

体
が
不
安
定
就
業
者
を
生
み
出
す
元
と

な
っ
て
い
る
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

西
条
駅
前
地
区
再
開
発
住
宅
及
び
共

同
施
設
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
と

し
て
、
株
式
会
社
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

を
指
定
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

指
定
管
理
者
に
雇
用
さ
れ
る
従
業
員

の
労
働
賃
金
は
安
価
で
あ
る
う
え
、
指

定
期
間
満
了
後
の
身
分
も
保
障
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
自

体
が
不
安
定
就
業
者
を
生
み
出
す
元
と

な
っ
て
い
る
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

西
条
駅
前
第
１
自
転
車
駐
車
場
、
東

広
島
駅
前
駐
車
場
な
ど
自
転
車
駐
車

場
、
駐
車
場
等
７
施
設
の
管
理
を
行
う

指
定
管
理
者
と
し
て
、
株
式
会
社
カ
ル

フ
ー
ト
を
指
定
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

本
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
選
定

に
応
募
し
た
業
者
は
１
社
の
み
で
あ

る
。
ま
た
、
民
間
任
せ
に
せ
ず
、
市
の

直
営
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

●
委
託
契
約
の
変
更

公
共
下
水
道
黒
瀬
水
質
管
理
セ
ン
タ

ー
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
基
本
協

定
に
つ
い
て
、
契
約
金
額
を
９
８
０
３

万
円
減
額
し
変
更
す
る
も
の
。

変
更
後
の
契
約
金
額

３
億
１
６
９
７
万
円

●
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
改
正

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
家
賃
の
減
額

措
置
に
係
る
収
入
基
準
額
を
引
き
下
げ

る
と
と
も
に
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

収
入
の
上
限
額
の
引
き
下
げ
に
よ
っ

て
ニ
ー
ズ
の
幅
を
制
限
す
る
こ
と
と
な

り
、
公
共
の
サ
ー
ビ
ス
の
増
進
に
努
め

る
自
治
体
の
役
割
か
ら
見
て
も
逆
行
す

る
も
の
で
あ
る
。

●
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

東
広
島
運
動
公
園
に
屋
内
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
を
新
た
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
施
設
の
使
用
料
を
定
め
る
も
の
。

●
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

高
屋
町
白
市
及
び
河
内
町
入
野
の
一

部
の
区
域
に
お
け
る
公
共
下
水
道
の
整

備
に
伴
い
、
当
該
区
域
に
お
け
る
公
共

下
水
道
事
業
に
係
る
受
益
者
負
担
金
及

び
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
に

お
け
る
受
益
者
分
担
金
の
額
を
定
め
る

と
と
も
に
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る

も
の
。

●
公
共
下
水
道
区
域
外
流
入
分
担
金
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

河
内
町
入
野
の
一
部
の
区
域
に
お
け

る
公
共
下
水
道
の
整
備
に
伴
い
、
当
該

区
域
に
お
け
る
区
域
外
流
入
に
係
る
分

担
金
の
額
を
定
め
る
と
と
も
に
、
営
利

を
目
的
と
す
る
行
為
に
よ
る
区
域
外
流

入
に
係
る
分
担
金
の
額
の
算
出
方
法
の

改
定
そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る

も
の
。

●
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

所
在
地
区
分
、
道
路
占
用
料
の
額
等

を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
応
急
仮
設
建

築
物
等
に
係
る
道
路
占
用
料
の
額
を
定

め
る
も
の
。

●
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
八
本
松
町
原
３
８
３
４
番
地

山
崎
や
ま
さ
き

幹み
き

雄お

●
副
市
長
の
選
任
の
同
意

広
島
市
安
芸
区
矢
野
南
二
丁
目
３
番
14
号

槇
原
ま
き
は
ら

晃こ
う

二じ

●
副
市
長
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
高
屋
高
美
が
丘
九
丁
目
26
番
13
号

内
海
う
つ
み

一
幸

か
ず
ゆ
き

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意

呉
市
吉
浦
上
城
町
１
番
12
号木き

村む
ら

清
き
よ
し

●
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
の
同
意

広
島
市
安
芸
区
矢
野
南
二
丁
目
３
番
14
号

槇
原

ま
き
は
ら

晃こ
う

二じ
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西条駅前第１自転車駐車場

東広島運動公園屋内テニスコート

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
て

可
決
し
た
案
件
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●平成20年度特別会計補正予算を可決しました

付託委員会補正後の総額補正額（補正内容）会計名（補正回数）

建設委員会

1,441万４千円292万１千円増住宅新築資金等貸付事業（1）

74億7,657万円　　５億  316万円　　減公共下水道事業（3）

1,747万８千円12万６千円増東広島中核工業団地汚水処理施設事業（1）

484万円　　1,351万３千円減原地区工業団地汚水処理施設事業（1）

1,325万円　　148万円　　増志和流通団地汚水処理施設事業（2）

720万２千円（財源更正）黒瀬地区工業団地汚水処理施設事業（1）

2,526万１千円616万３千円減河内臨空団地汚水処理施設事業（1）

市民経済委員会

２億4,861万３千円4,549万円　　減農業集落排水事業（2）

2,865万９千円582万５千円増ひがしひろしま墓園管理事業（2）

1,171万２千円（財源更正）特定地域生活排水処理事業（1）

建設委員会1,685万円　　（内容更正）安芸津港湾事業（2）

文教厚生委員会

137億  556万１千円20億7,280万９千円減事業勘定
国民健康保険（4）

7,261万６千円227万１千円増直営診療施設勘定

12億1,851万１千円１億8,164万９千円減後期高齢者医療（2）

16億1,782万８千円1,721万８千円減老人保健（3）

96億8,046万円　　２億  504万３千円減保険事業勘定
介護保険（3）

14億5,880万２千円４万７千円増介護サービス事業勘定

●平成20年度水道事業会計補正予算（第３号）を可決しました（建設委員会付託）

補正後の総額補正額区分

42億2,469万６千円１億2,611万１千円減収入
収益的収入及び支出

43億5,514万４千円1,500万円　　減支出

14億2,462万１千円２億6,994万６千円減収入
資本的収入及び支出

26億8,978万２千円１億8,028万２千円減支出

●平成20年度一般会計補正予算（第４号）を可決しました

（総務委員会付託）

補正額　20億8,559万円増　　　補正後の総額　696億3,873万２千円

（主な補正内容）

・総務費（財務管理事務の増など） １億6,056万１千円増

・民生費（国民健康保険特別会計繰出金の減など） ３億2,243万８千円減

・農林水産業費（ため池水路整備事業の減など） １億2,595万７千円減

・土木費（公共下水道事業特別会計繰出金の減など） ４億2,954万３千円減

・教育費（小学校・中学校施設管理の増など） １億4,729万９千円増

・災害復旧費（農業用施設補助災害復旧事業の減など） １億 694万６千円減

・公債費（長期借入金利子の減など） １億4,879万８千円減

・諸支出金（生活支援定額給付金給付事業の増など） 29億1,900万円　　増


